
 
 

銀行名 伊予銀行 

タイトル 「せとうちＤＭＯ」への参画による観光支援の取組み 

取組み内容 

瀬戸内地域の観光産業活性化に向け、地方銀行6行（広島、中国、山口、阿波、

百十四、みなと）および日本政策投資銀行とともに、瀬戸内ブランド推進体制（せ

とうちＤＭＯ）を構築し、観光関連分野に対する資金支援、経営支援の体制構築に

向けた取組みを推進している。 

 

１.経緯 

（１）平成27年7月 

  瀬戸内地域の地方銀行6行および日本政策投資銀行と瀬戸内地域7県で構成す

る瀬戸内ブランド推進連合が、「瀬戸内ブランド推進体制に関する協定」を締結。 

（２）平成28年4月 

  Ａ．㈱瀬戸内ブランドコーポレーションに発起人として2,500万円（4.42％）

の出資を行い、女性職員1名を派遣。 

 Ｂ．「せとうち観光活性化ファンド」へ10億円出資。 

 

２．せとうちＤＭＯの概要 
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銀行名 伊予銀行 

タイトル メザニンファンド「伊予成長支援ファンド」組成 

取組み内容 

取引先の多様な資金調達ニーズ（負債再構築、成長資金、過小資本解消の信用補

完等）に対応するため、日本政策投資銀行（ＤＢＪ）との共同出資により、「伊予

成長支援ファンド」を組成した。 

 

【ファンド概要】 

項目 内容 

設立日 平成 28年 1月 8日 

名称 伊予成長支援投資事業有限責任組合 

設立形態 投資事業有限責任組合 

組成額 10 億円 

出資者 当行、ＤＢＪ 

運営会社 ＨＳＫ＆Ｄパートナーズ㈱ 

（税理士法人平成会計社とＤＢＪの共同出資会社） 

存続期間 8年間 

投融資機関 3年間 

特徴 主に優先株式や劣後ローン等を引き受けることを想定 
 

 



 

 

平成２８年１月８日 

番町記者クラブ各位                    Ｎｏ. １６－００１ 

                           株式会社 伊予銀行 
 
 
 

～地域の中堅・中小企業の成長や事業承継を幅広くサポート～ 
 

株式会社伊予銀行（頭取  大塚 岩男）は、株式会社日本政策投資銀行（代表取締役社長 

柳 正憲、以下「ＤＢＪ」）と共同で「伊予成長支援ファンド」を設立しましたので、下記

のとおりお知らせいたします。 

このファンドは、当行とＤＢＪが共同で出資するもので、通常の借入と異なる多様な資

金調達手段をご提供し、新規事業の展開や事業承継、事業再生に取組む場合など収益を上

げるのに長期間を要する場合などに活用することで、お客さまの資金繰りの安定に繋がり

ます。 

愛媛県およびその近隣エリアに顧客基盤を持つ当行とＤＢＪが連携することで、それぞ

れのネットワークや知見を活かし、地域の中堅・中小企業の成長や事業承継を幅広くサポ

ートいたします。 

 なお、このようなファンドの取扱いは、四国の地方銀行で初めてとなります。 

 
記 

 
○「伊予成長支援ファンド」 

以 上 

 

項 目 内 容 

設 立 日 平成 28 年 1 月 8 日（金） 

名  称 伊予成長支援投資事業有限責任組合 

設立形態 投資事業有限責任組合 

組 成 額 10 億円 

出 資 者 当行、ＤＢＪ 

運営会社 
ＨＳＫ＆Ｄパートナーズ株式会社 

（税理士法人平成会計社とＤＢＪの共同出資会社） 

存続期間 8 年間 

投融資期間 3 年間 

特  徴 

主に配当や償還分配が普通株式より優先する優先株式や、返済順位が

銀行借入より劣後する劣後ローン等を引き受けることを想定してい

るファンドです。 

本件についてのご照会は以下までお願いします。 

ソリューション営業部:金澤・鈴木 TEL089-941-1141 （内線：2823・2812） 

私たちはチャレンジします。みなさまの笑顔のために。        NEWS RELEASE      

株式会社 伊予銀行 愛媛県松山市南堀端町 1番地 〒790-8514 TEL(089) 941-1141 



 
 

銀行名 伊予銀行 

タイトル 「南予地域官民連携事業承継促進事業」への参画 

取組み内容 

１．愛媛県の南予地域において、事業者の円滑な承継・存続により、地域の雇用お 

よび産業を確保する必要があるとの課題意識のもと、西予市の発案・主導で南予 

地域の市町が一体となって取組む体制の構築に向けた検討がスタートした。 

２．西予市の担当部署に対し、全行的な重点施策として取り組んできた事業承継・ 

Ｍ＆Ａに関するノウハウをもとに、体制構築にあたって課題となるべきポイント 

等についてアドバイスを実施した。 

３．西予市が事務局となり、南予 9市町（宇和島市、八幡浜市、大洲市、西予市、 

内子町、松野町、鬼北町、愛南町）が参加する「南予地域官民連携事業承継推進 

構想」が立ち上がり、12月に推進本部を設置、1月～2月にかけて南予地域に立 

地する全事業者に対して、実態調査が実施された。 

４．28年度には、具体的な取組みがスタートすることから、当行も支援メンバー 

の一員として、市町・商工会議所・税理士等と連携し、継続的なサポートを実施 

ていく。 

 

【構想概要】 

 

 

●推進本部（9市町、愛媛県、事務局：西予市） 

商工会議所等 

●ラウンドテーブル（9市町がそれぞれ組成） 

事業者 

金融機関 

事業者 事業者 事業者 

事業引継  

支援センター 

人材派遣会社 



 
 

銀行名 伊予銀行 

タイトル 創業支援の取組み 

取組み内容 

１． 起業・創業セミナー「いよぎん みらい起業塾」の開催 

「産業競争力強化法」に基づき各市が取り組む創業支援事業の一環として

起業・創業セミナーを各市と連携し開催。同セミナー内で開催するビジネス

プラン発表会に向け、全７回にわたって起業・創業に必要な知識を解説した。 

（１）セミナー概要 
 西条市 松山市 新居浜市 今治市 

カリキュ

ラム 

①創業準備 

②税務、経理、創業手続き 

③販売仕入、収支・返済計画 

④労務管理・雇用、愛媛県の経済環境 

⑤マーケティング、販路拡大 

⑥プレゼンテーションスキル向上、事業計画書作成 

⑦ビジネスプラン発表会 

対象 起業を検討、興味のある方（学生含む）、起業して間もない方 

参加費 無料 

参加者数 6 名 18 名 32 名 7 名 

（２）実績 

参加者63名のうち、5名がすでに起業済。 

 

２．いよぎん愛媛大学発ベンチャー応援ファンド 

愛媛大学発ベンチャー企業に対し、事業計画の策定や試作品開発、市場調査な

ど、事業化までのプロセスを支援することを目的に創設した。 

【ファンド概要】 

ファンド総額 1 億円 

出資額 最大 5百万円／社 

ファンド運用期間 10 年 

設立 平成 28年 2月 

 

 



 

 

 

平成２７年７月２８日 

番町記者クラブ各位                        Ｎｏ．１５－１６４ 

株式会社 伊予銀行 

 
 

～今回は、西条市と松山市に加え、新居浜市と今治市でも開催～ 

 

 株式会社伊予銀行（頭取 大塚 岩男）は、「いよぎんみらい起業塾」起業・創業セミナーを開

催しますので、下記のとおりお知らせいたします。 

 このセミナーは、「創業支援事業計画」の一環として、地域支援機関と連携して開催するもので、

創業経験者による事例紹介、創業手続き、事業計画書作成のポイントなどの起業・創業に必要な

知識を同セミナー内で開催するビジネスプラン発表会に向けて、7 回にわたって分かり易く解説

いたします。 

従来から開催している西条市と松山市に加え、今回は、新居浜市と今治市でも開催し、今後そ

の他の地域にも拡大していく予定です。 

 なお、このセミナーを受講いただいた後、ビジネスプランを作成し各市内で創業される方は、

法人設立時の登録免許税の軽減措置や、信用保証協会の創業関連資金の保証枠が拡充されるなど、

国の支援策を受けることができ、過去にセミナーを受講した 2 名の方がその制度を活用され起業

しご活躍されています。 

記 
○「いよぎん みらい起業塾」起業・創業セミナー 

項  目 西条市 松山市 新居浜市 今治市 

開 催 日 

（全 7回） 

8/18、8/25、9/1 

9/8、9/15、9/29 

10/6 

9/11、9/18、9/25 

10/2、10/9、10/16

10/30 

10/14、10/21、10/28 

11/11、11/18、12/2 

12/16 

10/20、10/27、11/10

11/17、11/24、12/1

12/15 

時  間 18：30～20：30 18：30～20：30 19：00～21：00 18：30～20：30 

場  所 
西条市産業情報 

支援センター 

ＫＨ三番町 

プレイスビル 

新居浜ウイメンズ 

プラザ 
当行 今治支店 

対  象 起業を検討、興味のある方（学生を含む）、起業して間もない方 

参 加 費 無料 

定  員 30 名 25 名 30 名 30 名 

お申込方法 別添の参加申込書にご記入いただきＦＡＸ（089-946-9110）でお申込み下さい。

 

  

 

 

 

以 上 

 

 

 

 

 

本件についてのご照会は下記までお願いします。 

ソリューション営業部（担当：岡山） TEL 089-941-1141（内線：2831） 

私たちはチャレンジします。みなさまの笑顔のために。       NEWS RELEASE    

株式会社 伊予銀行 愛媛県松山市南堀端町 1 番地 〒790-8514 TEL(089) 941-1141 

○創業支援事業計画 

 地域における創業の促進を目的に、地方自治体が創業支援事業者（金融機関、商工会議所、

地域支援機関等）と連携して、ワンストップ相談窓口の設置、創業セミナーの開催等の創業支

援を実施する事業計画 



 

平成２８年２月５日 

番町記者クラブ各位                         Ｎｏ．１６－０２０ 

   株式会社 伊予銀行 

 

 

～大学発ベンチャー企業の事業化をサポート～ 

 
株式会社伊予銀行（頭取 大塚 岩男）は、「いよぎん愛媛大学発ベンチャー応援ファンド」を

設立いたしますので、下記のとおりお知らせします。 

このファンドは、アーリーステージにある愛媛大学発ベンチャー企業に対し、事業計画の策定

や試作品開発、市場調査など事業化までのプロセスを支援することを目的に創設するものです。  

窓口を愛媛大学社会連携推進機構に一本化することで、事業化の可能性が高い研究成果をスム

ーズに見出し、四国の国立大学が保有する知財・特許の民間技術移転にて実績のあるテクノネッ

トワーク四国（四国ＴＬＯ）と連携することで、事業化に向けた実践支援が可能となります。 

 

記 
○「いよぎん愛媛大学発ベンチャー応援ファンド」 

項 目 内 容 

設立日 平成 28 年 2 月 1 日（月） 

ファンド総額 1 億円 

出資者・出資金 
㈱伊予銀行（有限責任組合員）     97 百万円（97％） 

いよぎんキャピタル㈱（無限責任組合員） 3 百万円（3％） 

出資額 最大 5百万円／社 

業務執行者 いよぎんキャピタル㈱ 

ファンド運用期間 10 年 

決算期 12 月 

投資対象先 
愛媛大学発の技術シーズ等をもとに設立したアーリーステージのベンチ

ャー企業 

申込窓口 愛媛大学社会連携推進機構 

投資先審議 
「投資委員会」 

（いよぎんキャピタル㈱社長、当行ソリューション営業部長、審査部長）

投資決裁権限 いよぎんキャピタル㈱ 

当行の役割 
財務面支援：事業計画、収支計画策定 

営業活動支援：ビジネスマッチング 

愛媛大学の役割 
技術指導、研究援助 

知的ライセンスの現物出資 

四国ＴＬＯの役割 
ベンチャー企業立上げ時の出資や経営者派遣、事業化までの試作品製作

や実証データ収集等の支援 

以 上 

 

 

 

私たちはチャレンジします。みなさまの笑顔のために。        NEWS RELEASE      

株式会社 伊予銀行 愛媛県松山市南堀端町 1番地 〒790-8514 TEL(089) 941-1141 

本件についてのご照会は下記までお願いします。 

ソリューション営業部（担当：鈴木、岡山） TEL089-941-1141 （内線:2833）



 
 

銀行名 伊予銀行 

タイトル 「ものづくり支援チーム」による地域産業の課題解決の取組み 

取組み内容 

１．造船業界の課題に対する取引先サポート 

（１）具体的案件事例 

造船会社より船舶内の振動・騒音防止技術について課題があるとのニーズをキ

ャッチし、当行より防振素材開発企業を紹介し実証試験を開始した。本件取組み

を聞きつけた同業他社からも依頼があり、防振効果が期待できる素材の開発企業

を紹介し、現在、実船で効果確認中である。 

（２）活動内容 

当行は造船会社、エンジンメーカー等が出資する省エネ船舶関連技術開発企業

に出資し、同社会議等で先端技術情報等を提供するとともに、造船業界が抱える

技術的課題について情報収集を実施した。収集した情報については、県内企業と

連携し解決策について模索中である。今後は愛媛県等と連携し、炭素繊維複合素

材の船舶へ応用について、関係企業、団体等に提案の予定。 

 

２．「高品質フライアッシュ」に関わる県内企業の連携 

（１）具体的案件事例 

高品質フライアッシュの利用ニーズのある企業を同製品メーカーに紹介。高品

質フライアッシュを生コンに混ぜることを検討している。 

9月より高品質フライアッシュの生コンへの配合試験を開始予定であり、メー

カーからは100Kgのサンプルを送付予定である。 

（２）活動内容 

同製品メーカーは、火力発電所より排出される石炭灰より高品質フライアッシ

ュを作り、コンクリートに混ぜて良質のコンクリート混和材として販売してい

る。 

フライアッシュコンクリートのコストは通常のコンクリートと比べて 10％程

度上がるものの、長寿命、耐震性の高さ、施工性が良いなどの利点が多いことか

ら、愛媛県等の官公庁への販売を検討しているが、なかなか実績に繋がらないこ

とから当行に相談があったものである。 

当行が仲介して愛媛県を紹介し、愛媛県「新事業分野開拓者認定制度」で認定

されるに至った。 

 



 
 

銀行名 伊予銀行 

タイトル シンポジウム「先進テクノロジーが拓く未来と地方創生」の開催 

取組み内容 

当行と関連会社である「いよぎん地域経済研究センター」の主催で標記シンポジ

ウムを開催した。来場者は、国、地方公共団体や大学関係者（約４０名）のほか、

企業（約１６０社/２１０名）および一般受講者の総勢約２７０名であった。 

 

人口減少と少子高齢化が同時に進展している中、地域の産業や生活を変えるロボ

ットやドローン、クラウド、ＡＩ等の新しい技術・サービスが注目されている。 

そこで、外部専門家を講師に迎え、先進テクノロジーの最新動向や具体的活用等

についてわかりやすく解説した。 

内容は以下のとおりである。 

 ◇基調講演 

 １．IBM Watsonが切り拓く第４次産業革命 

   講師 ソフトバンク株式会社 首席エヴァンジェリスト 中山 五輪男 氏 

 ２．IoTとVRがもたらす顧客行動価値の時代 

   講師 Ｄ４ＤＲ株式会社 代表取締役社長 藤元 健太郎 氏 

 ３．スマートマシンがもたらす地域産業の未来創造 

    ～ドローン、ロボット、AI等の活用の可能性～ 

   講師 国際大学GLOCOM 客員教授（NTT ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ株式会社）林 雅之 氏 

 ◇パネルディスカッション 

 １．パネリスト 

  中山 五輪男 氏、藤元 健太郎 氏、林 雅之 氏、 

小野 正人（KamomeAirプロジェクト 代表） 

２．コーディネーター 

山崎 正人（株式会社いよぎん地域経済研究センター） 

 







 
 

銀行名 伊予銀行 

タイトル 商工会会員向け「地方創生セミナー」の開催 

取組み内容 

当行と株式会社日本政策投資銀行が主催となり、商工会会員向け「地方創生セミ

ナー」を開催した。参加者は、松前商工会会員および松前町職員の計３０人であっ

た。 

 地方創生実行段階に入る前に、あらためて地方創生の狙いや最新情報への理解を

深め、「地域の稼ぐ力」創出に向けて、地域金融機関との連携の在り方等について

意見交換の場を設けることをねらいとしたものである。 

 内容は以下のとおりである。 

◇座学 

１．地方創生への理解 （講師：㈱日本政策投資銀行） 

  地方創生のねらい、諸制度や枠組み、地域経済分析システム 

  せとうち観光ブランドへの取組み 

 ２．地方創生に向けた伊予銀行の取組み （講師：㈱伊予銀行） 

  産業振興への取組み 

 ◇意見交換 

 
 



貴社限り

産業振興の取組みについて

2016年3⽉8⽇
株式会社伊予銀⾏



貴社限り１．地域戦略：「思いっきり応援します！」地域の未来を

2



貴社限り２．ビジネスステージに応じたサポート

3



貴社限り３．「産業」に着⽬した⽀援体制

⼀次産業⽀援担当
●新規参⼊⽀援
●資⾦調達⽀援
●販路開拓⽀援
●6次産業化⽀援

ものづくり⽀援担当
●技術開発⽀援
●知財戦略⽀援
●ＢｔｏＢマッチング
●補助⾦申請サポート

医療・介護⽀援担当
●診療圏調査
●開業シミュレーション
●事業計画策定⽀援
●経営改善⽀援

いよぎん地域経済研究
センター

●産業調査
●⼈事制度等各種コンサル
●研修・セミナー
●受託調査

ソリューション営業部

国際部
●海外進出⽀援
●貿易⽀援
●資⾦調達⽀援
●海外販路開拓⽀援

⾏内・グループ 外部連携

⾏政

関係機関

専⾨会社

銀⾏広域
連携

4



貴社限り４－１．地域活性化関連イベント（26年度）

開催⽉ 名称 場所 内容

4⽉ 野菜仕⼊商談会 松⼭
観⾳寺 サンライズ⻄条加⼯センターと四国4県の野菜⽣産者との商談会

9⽉ いよぎん農業セミナー 松⼭ 販路開拓や6次産業化の取組事例などを解説

10⽉ いよぎん こだわり⾷の商談会2014 松⼭ 全国のスーパーマーケットへ販路拡⼤を望むお客さまとの商談会

10⽉ 第5回ネットワーク商談会 IN⼤阪 ⼤阪 地⽅銀⾏7⾏で合同開催する、関⻄中⼼のバイヤーとの事前予約
型個別商談会

10⽉ いよぎん フードショー2014 松⼭ 県内外の⼩売、卸、ホテル等の安売り競争とは⼀線を画す多彩な
バイヤーを招聘する商談会

11⽉ 地⽅銀⾏フードセレクション2014 東京 地⽅銀⾏が合同開催する⼤規模展⽰型商談会

1⽉ えひめが誇る「すご味」展⽰・商談会 松⼭ 「すご味」データブック掲載事業者が出展し、⼤都市圏からバイ
ヤーを招聘する展⽰・商談会

開催⽉ 名称 場所 内容

4⽉ ⽇⽴製作所関係会社商談会 茨城 ⽇⽴製作所関係会社2社と県内企業6社との商談実施

7⽉ いよぎん補助⾦活⽤セミナー 松⼭
新居浜 「ものづくり補助⾦」の申請書作成のポイント等について説明

12⽉ ダイキン⼯業商談 ⼤阪 県内企業2社との商談実施

2⽉ モノづくり企業
ビジネスマッチングフェア 東京 地銀25⾏が共催する製造業向けの商談会

3⽉ いよぎん補助⾦活⽤セミナー 松⼭
新居浜 「ものづくり補助⾦」の申請書作成のポイント等について説明

5

⾷品関連イベント

ものづくり関連イベント



貴社限り４－２．地域活性化関連イベント（26年度）

開催⽉ 名称 場所 内容

4⽉〜８⽉ 事業プラン作成セミナー 松⼭ 講義形式に加え、先輩創業者の講演やビジネスプラン発表
を通して知識を習得するセミナー

4⽉〜８⽉ 起業・新事業展開⽀援勉強会 ⼋幡浜 地域資源活⽤や農商⼯連携・6次産業化、販路開拓、商談
会出展等について講義

10⽉〜１２⽉ ⻄条みらい起業塾
（起業・創業セミナー） ⻄条 ⻄条市の「創業⽀援事業計画」に基づく「特定創業⽀援事

業」として開催

12⽉ ⼥性みらい起業塾 松⼭ ⼥性の起業・創業促進のため、グループワーク等を⼥性限
定で実施

1⽉〜３⽉ 松⼭みらい起業塾
（起業・創業セミナー） 松⼭ 松⼭市の「創業⽀援事業計画」に基づく「特定創業⽀援事

業」として開催

開催⽉ 名称 場所 内容

7⽉ 台湾インバウンド商談会 台北市
（台湾）

四国の地銀4⾏が合同開催し、四国の観光資源を台湾の旅
⾏会社にアピールする商談会

7⽉
11⽉
2⽉

公共施設マネジメントセミナー 松⼭ 愛媛県内⾃治体様向けに公共施設マネジメント⼿法につい
て事例を踏まえ解説

10⽉
1⽉ 四国4県リレー・シンポジウム

松⼭
⾼知、徳島

⾼松
農業⽣産者・加⼯事業者・流通販売事業者によるパネル
ディスカッション及び個別相談

6

事業⽀援関連イベント

その他イベント



貴社限り４－３．地域活性化関連イベント（26年度）

開催⽉ 名称 場所 内容

5⽉ 銀聯オンラインショップ活⽤セミナー 松⼭ 中国の銀聯オンラインショッピングモール「⽇本館」
を活⽤した販路拡⼤⼿法を紹介

5⽉ ｢深セン⼀番⾷品有限公司｣との商談会 松⼭ 愛媛県、JETRO愛媛と共同開催した中国最⼤の⽇本⾷
品輸⼊商社招聘ビジネス商談会

8⽉
12⽉
２⽉

東南アジアビジネスセミナー
岡⼭、⾼松

新居浜
⼤分

東南アジア現地における最新情報や注意点、労務リス
クなどをわかりやすく解説

9⽉ Japanese Food Trade Fair
in Singapore 2014

シンガ
ポール 地⽅銀⾏が合同開催する⾷の商談会

9⽉ FBC上海2014
（⽇中ものづくり商談会）

上海
（中国）

機械部品等の製造業に特化した中国最⼤規模の地銀合
同商談会

11⽉ 2014⼤連地⽅銀⾏合同ビジネス商談会 ⼤連
（中国）

⼤連市⼈⺠政府と地⽅銀⾏が合同で開催するビジネス
商談会

12⽉ 地銀合同セミナー・交流会＠広州 広州
（中国）

中国・広州地区に進出している企業を対象とした地銀
合同セミナーおよび交流会

1⽉ 新春経済・為替講演会 今治
松⼭

1年間の世界経済、為替相場の⾒通しについて専⾨家
を招聘し解説

7

海外事業⽀援関連イベント



貴社限り５－１．６次産業化⽀援（ファンドの活⽤）

種別 所在地 取引先名 金額（千円） 事業内容

農業
ファンド

八幡浜 ㈱小林果園 5,000 柑橘生産・同加工品製造

松山 ㈱テレファーム 20,000 野菜遠隔管理ｼｽﾃﾑ開発

新居浜 ㈱大愛 20,000 菌床きのこ等製造・販売

西予 ㈲新城生産組合 10,080 大豆生産・同加工品製造

大分 ㈱Ｋｉｎｇ.ｆｉｅｌｄ 4,000 ねぎ生産・同加工品製造

６次化
ファンド

松山 ㈱佐田岬の鬼 75,000 しらす２次加工・製造

松前 ファンガーデン㈱ 68,000 接ぎ木苗等種苗等小売

宇和島 ㈱宇和島海道 150,000 養殖ブリ冷凍・加工・販売

◆いよエバーグリーン農業応援ファンド
⼩〜中規模者⽀援。資本過⼩先の資本充実・債務超過解消に寄与、経営安定を⽀援

◆いよエバーグリーン6次産業化応援ファンド
中〜⼤規模者⽀援。地域の中核を担う６次化事業体への育成を⽀援

8

投資実績



貴社限り

9

会社名：ファンガーデン株式会社
所在地：伊予郡松前町東古泉
設⽴ ：平成27年3⽉
事業内容：種苗⼩売店舗の運営
従業員数：4名

５－２．６次産業化⽀援（ファンド出資事例）



貴社限り５－３．６次産業化推進案

１次産業者 2次・3次産業者

●裸⻨⽣産者
●その他農産物⽣産者

●パン製造業者
●麺製造業者

⽣産 加⼯ 販売

6次産業化事業体

裸
⻨

事業内容
●加⼯品の開発製造
●ベーグル店の出店
●⾼級そば店の出店

（都市部）

１次産業者 2次・3次産業者

●漁業者
●地元漁協

●四国珍味商⼯協同組合
●組合員企業
●商社等

6次産業化事業体

い
り
こ

事業内容
●せとうちＩＲＩＣＯ

⽣活のブランド推進
●⾸都圏直売店舗出店
●本格和⾷店の出店
●海外輸出

10



貴社限り

－本資料に関するお問い合わせー
伊予銀⾏ ソリューション営業部

担当：渡部、桧垣、⼭路
089－941－1141（代表）



 
 

銀行名 伊予銀行 

タイトル 地域貢献に関する取組み 

取組み内容 

○金融経済教育への取組み 

愛媛県の将来を担う学生に、「銀行業務の仕組み」や「健全な金銭感覚」等を

学んでもらうことを目的に金融経済教育に取り組んでいる。 

●小学生を対象に、春休みや夏休み期間等を利用して「キッズセミナー」を開催し、

ゲーム等を交えながら楽しく銀行業務への理解浸透に貢献した。 

 27 年度は、春休みには愛媛県に常設のミュージカル劇場を持つ「坊っちゃん劇

場」の役者とコラボし、3か所で3回開催し、参加生徒数は74名であった。 

また、夏休みには、愛媛県内11店で合計16回開催し、参加生徒数は500名であ

った。 

●高校生を対象に、金融知力普及協会と連携して「エコノミクス甲子園 愛媛大会」

を開催し、金融リテラシーの向上に貢献した。 

 27年度の開催内容は、愛媛県の高校9校から23チーム46名が参加した。 

●小学生から大学生まで幅広い年代層を対象に、職場見学会、職場体験学習・イン

ターンシップ、講師派遣・出前授業を行い、銀行業務への理解浸透に貢献した。 

 なお、27年度の開催内容は以下のとおりで、合計で41回、691名が参加した。 

 － 小学生の職場見学会（まちたんけん）：12回、196名が参加 

 － 小学生への講師派遣・出前授業：2回、91名が参加 

 － 中学生の職場体験学習・インターンシップ：16回、94名が参加 

 － 高校生の職場体験学習・インターンシップ：8回、170名が参加 

 － 高校生への講師派遣・出前授業：3回、140名が参加 

  

○環境問題への取組み 

環境問題に取り組む団体等を支援する仕組みを構築するとともに、当行自身も

「森づくり」にフォーカスしつつ、各種の環境問題対策に取り組んでいる。 

●創業130周年（平成20年）を記念して1億円で設定した「公益信託 伊予銀行環

境基金『エバーグリーン』」により、環境問題に取り組んでいる団体等に助成金

を贈呈した。 

27年度の実績は、11先に対して4,410千円を助成した。 

●愛媛県の「企業の森」制度に則って地公体等と連携し、愛媛県内4か所に「伊予

銀行エバーグリーンの森」を設け、植樹や下草刈り等の森林保全活動に取り組ん

でいる。 

 27年度の実績は、3回活動し117名の行員がボランティア活動を行った。 

●当行に事務局を設置し、愛媛県・松山市・地元企業に呼びかけ、平成22年に「『森

のあるまちづくり』をすすめる会」を発足させた。本会では、会員企業が社有地

等に植樹し、ふるさと愛媛を緑豊かな地域にしていく活動を行っている。 

 27年度の実績は、3回で180名が参加し、1,269本の植樹を行った。 

 なお、現在の参加企業・団体数は67先となり、植樹累計本数は45,537本である。 

 

 

 

 



 
○文化・スポーツ活動への取組み 

地域文化の発展と向上のお役に立ちたいとの思いから、平成4年より「伊予銀

行地域文化活動助成制度」の活動を始め、愛媛県内で伝統性のある草の根的な文

化活動を継続している団体等に活動資金の一部を助成している。 

また、地域のスポーツ振興に貢献したいとの思いから、昭和60年に女子ソフ

トボール部、平成元年にテニス部を創部して活動を続け、平成29年に開催され

る愛媛国体をはじめスポーツを通じた地域活性化に取り組んでいる。 

●「伊予銀行文化活動助成制度」の活動としては、年度で2回、愛媛県内で文化活

動を継承している団体からの助成金申請を受け、有識者から成る「伊予銀行文化

振興顧問団」の意見を参考に審議して助成金を交付している。 

例年4月と10月に助成先を決定しており、27年度は合計で31先、6,050千円

の助成金を交付した。 

●女子ソフトボール部は、日本リーグ１部で活動して地域のスポーツ振興に貢献す

るとともに、ジュニア選手を対象とした「ジュニアソフトボール教室」を冬季に

開催して地域の選手育成にも取り組んでいる。 

●テニス部は、日本リーグで活動して地域のスポーツ振興に貢献するとともに、ジ

ュニア選手を対象とした「いよぎんテニスみらい塾」を毎週開催して地域の選手

育成にも取り組んでいる。 

●平成26年からサッカーＪ２所属の「愛媛ＦＣ」のユニフォーム（背中）スポン

サーを務めるとともに、「愛媛ＦＣ Ｊ１昇格サポート協議会」の会長を大塚頭取

が務めるなど、サッカーを通じた地域活性化に取り組んでいる。 

●「全日本女子硬式野球選手権大会」に特別協賛して冠スポンサーを務め、女子野

球の普及に貢献するとともに、女子野球を通じた地域活性化に取り組んでいる。 

 

○障がい者への配慮 

  愛媛県内における社会福祉の充実を目的に、昭和51年より公益財団法人「伊

予銀行社会福祉基金」により、社会福祉施設等に福祉機器の贈呈を行っている。 

  また、障がいのある方の就労支援体制の充実を図るため、平成26年10月に障

がい者雇用専門事業所「いよぎんChallenge＆Smile工房」を開設した。 

●平成27年度は、「伊予銀行社会福祉基金」より愛媛県内6か所の社会福祉施設等

に福祉機器を贈呈した。 

●「いよぎんChallenge＆Smile工房」では、専門的なケアスタッフ3名を配置し、

11 名の従業員を雇用して、お客さまに配布する当行のオリジナルマスコットキ

ャラクターの木工グッズや手織りコースター等を制作した。 

以 上 
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